
 

 

 

 

令和５年２月17日 

各  位 

会 社 名   株式会社ピーエイ 

代 表 者   代表取締役社長兼ＣＯＯ 垣内 康晴 

（コード番号  4766：東証スタンダード市場） 

問合せ先    経営管理部長 阿部 良一 

（TEL 03-6885-1010） 

 

通期業績予想値と実績値との差異及び 

営業外収益の計上並びに特別利益、特別損失計上に関するお知らせ 

 

 令和４年８月15日に公表いたしました令和４年12月期の業績予想値と、本日公表の実績値に差異

が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

１．営業外収益の計上について 

令和４年12月に宇都宮市認可小規模保育事業所「ココカラ雀宮」開所の補助金24百万及び有価証券売

却益４百万円を営業外収益として計上致しました。 

 

 

２. 特別利益（関係会清算益）の計上について 

連結子会社である北京培繹諮詢有限公司、優迅艾克（北京）国際貿易有限公司の清算決了に伴い、為

替換算調整勘定の取り崩しによる５百万円を特別利益として計上致しました。 

 

 

３. 特別損失（減損損失）の計上について 

当社の地域創生事業で所有する固定資産（万代テラス ハジマリヒロバのコンテナ施設）を今後の業

務見通し等を勘案し事業価値の再評価を行った結果、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づいて減

損処理を行い、13百万円を特別損失（減損損失）として計上することといたしました。 

 

 

 

 

 

 

 



４.令和4年12月期 通期連結業績予想値と実績との差異（令和4年1月 1日～令和4年12月 31日）       

  

売上高 

 

営業利益 

 

経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

 

１株当たり

当期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

1,800

百万円 

45

百万円 

50

百万円 

35 

百万円 

3.25

 

実績値（Ｂ） 1,666 41 78

 

49 4.58

 

増減額（Ｂ－Ａ） △134 △4 28

 

14 

 

 

増減率（％） △7.4 △8.8 56.0

 

40.0 

 

（ご参考） 

前期実績（令和３年12月期） 

    

    1,582

  

△60 △24

 

△280 △26.09

  

4．差異が生じた理由 

売上高において、有効求人倍率や新規求人倍率が上昇を続けるなど、企業の採用意欲は高まってお

り、新型コロナウイルス感染症の影響にて減少していた採用需要が緩やかに回復致し、情報サービス

事業の売上高は前年比で堅調に推移しましたが、人材派遣事業等の回復の遅れにより予想を下回る結

果となりました。 

営業利益は、人件費及び本社移転等の経費削減等の販管費圧縮を実施いたしましたが、売上高の未達

の影響により予想を下回る結果となりました。 

経常利益は、営業外収入で補助金24百万円及び有価証券売却益４百万円により予想を上回る結果とな

りました。 

親会社株主に帰属する当期純利益は、経常利益の他に連結子会社である北京培繹諮詢有限公司、優迅

艾克（北京）国際貿易有限公司の清算決了に伴い、為替換算調整勘定の取り崩しによる５百万円を特別

利益（関係会清算益）、万代テラス ハジマリヒロバのコンテナ施設の特別損失（減損損失）13百万円計

上により予想を上回る結果となりました。 

 

                                        以 上 

 

 

 


